
 

 

 

１０月から始まりました、ほたるの会の活動に賛助会員として地域の方から 9 名の賛助会員

になって頂きました。ご協力ありがとうございます。 

11 月に行った活動報告 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草津地域福祉事業所みんなの家 

滋賀県草津市東草津１丁目２－３５ 

TEL・FAX077－567－5579 

社会連帯企画担当 一村 ・川田 

    日本社会連帯活動  ほたる号 第２号 

11 月 12 日(火) 歩こう会にて、群上川から

金勝川と草津川の合流地点まで蛍生育可能な

場所を歩きました。５名参加。地域の方の案

内で、昨年蛍が飛んでいた場所を見に行きま

した。川の中をのぞくとカワニナをたくさん

見ることが出来ました。（カワニナは蛍のエサ

になります）川の水は綺麗であり、小川に大

きなゴミなども落ちてはなく、整備されてお

りました。川底には石や土や砂もあり川底す

べてがコンクリート化にはなっていない所も

あり、ほたる以外の生物も生育できる環境で

ありました。 

ほたるの会 社会連帯賛助会員募集中 賛助会費 1,000円 

 一緒に、蛍の飛び交う小川を目指して活動に参加してみませんか。 

（１年間、社会連帯企画の参加費は無料となります） 

11月 18日(月)守山市ほたるの森資料館へ 6名参加。 

資料館の中では、カワニナや蛍を水槽で飼育していまし

た。水槽の管理は細かく毎日チェックをされていました。

展示物の中には、守山市のほたるの歴史があり、昭和初期

には、蛍を袋に入れて売られている様子も展示しておりま

した。しかし、その後環境の変化により絶滅。そこから、

自然環境を取り戻すために「ほたるまちづくり事業」にと

りくみ、現在では多くの河川で自然発生の蛍が増えるよう

になりました。ビデオでゲンジボタルの一生を見て勉強を

してきました。施設長さんからもお話をお聞きし、アドバ

イスをいただくことが出来ました。草津の群上川の事を伝

えると、蛍がいることがわかっていれば、増やすことや守

る事は可能ですが、地域住民の理解が欠かせないです。増

やすために他所から蛍を買ってくるよりは今いる蛍が住

める場所の確保が欠かせないです。また、群上川にどんな

生き物が居るかを同じ場所で年に２回調査をして下さい。

そして水を絶えないようにして欲しいとアドバイを頂き

ました。 

次回のほたるの会 

12月 17日（火） 10：30～11：30 

検討内容 守山市ほたるの森資料館でアドバイスして頂いた内容について、 

再度検討をし、活動内容の検討を行います。 


